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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第60期

第３四半期連結
累計期間

第61期
第３四半期連結
累計期間

第60期
第３四半期連結
会計期間

第61期
第３四半期連結
会計期間

第60期

会計期間

自  平成20年
     ７月１日
至  平成21年
     ３月31日

自  平成21年
    ７月１日
至  平成22年
    ３月31日

自  平成21年
    １月１日
至  平成21年
    ３月31日

自  平成22年
    １月１日
至  平成22年
    ３月31日

自  平成20年
    ７月１日
至  平成21年
    ６月30日

売上高 (千円) 41,586,40644,944,85714,939,03917,122,80754,999,778

経常利益 (千円) 140,127 469,639 131,972 378,647 250,088

四半期純利益又は四半
期(当期)純損失(△)

(千円) △27,213 243,268 6,317 208,130△780,156

純資産額 (千円) ― ― 2,324,5821,820,4051,600,416

総資産額 (千円) ― ― 21,044,04023,226,12418,494,549

１株当たり純資産額 (円) ― ― 414.29 324.43 285.23

１株当たり四半期純利
益金額又は四半期(当
期)純損失金額(△)

(円) △4.85 43.36 1.13 37.09 △139.04

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 11.0 7.8 8.7

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △286,669 580,768 ― ― 738,428

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △97,884△118,455 ― ― △154,670

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 632,9791,657,865 ― ― △359,037

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 2,432,0704,528,5432,408,366

従業員数 (名) ― ― 630 667 660

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載しており

ません。

３　第60期の潜在株式調整後１株当たり当期純利益については、１株当たり当期純損失であり、また、潜在株式が存

在しないため、記載しておりません。第60期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。第60

期第３四半期連結会計期間、第61期第３四半期連結累計期間及び第61期第３四半期連結会計期間の潜在株式

調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成22年３月31日現在

従業員数(名) 667

(注) １　従業員数は、就業人員であります。

２　臨時従業員数については、従業員数の100分の10未満であるため記載を省略しております。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成22年３月31日現在

従業員数(名) 16

(注) １　従業員数は、就業人員であります。

２　臨時従業員数については、従業員数の100分の10未満であるため記載を省略しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【仕入及び販売の状況】

(1) 仕入実績

当第３四半期連結会計期間における仕入実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 仕入高(千円) 前年同四半期比(％)

医療器材事業 12,794,732 113.8

ライフサイエンス事業 1,370,312 149.4

ＳＰＤ事業 859,335 105.4

その他事業 79,459 104.5

合計 15,103,840 115.7

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。
２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
(2) 販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

医療器材事業 13,730,289 112.0

ライフサイエンス事業 1,586,922 152.5

ＳＰＤ事業 1,640,347 110.8

その他事業 165,247 105.5

合計 17,122,807 114.6

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。

２  主な相手先別の販売実績及び当該販売実績の総販売実績に対する割合

　　総販売実績に対する販売割合が10％以上の相手先はありません。

３  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間における、本四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項

のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に

記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループ(当社及び当社の関係会

社)が判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

〈医療器材事業〉

手術関連消耗品は、急性期大病院での営業活動強化と新地域への積極的な展開により、前年同四半期比

111.9％と売上高は順調に増加しました。

整形外科関連商品は、近畿（大阪・奈良）での新規顧客開拓の成果及び平成21年９月に新たにグルー

プ入りした株式会社オオタメディカル（北海道帯広市）の業績加算により、前年同四半期比114.6％とな

りました。

循環器関連商品は、ステント付人工血管や本年3月に販売を開始した新たな薬剤溶出ステントといった

新製品の販売が好調でした。それに加え、大型機器特需もあり、売上高は前年同四半期比111.1％となりま

した。

その結果、当第３四半期連結会計期間の業績につきましては、売上高144億円（前年同四半期比 12.6％

増）、営業利益３億26百万円（前年同四半期比 126.9％増）となりました。

　

〈ライフサイエンス事業〉

試薬・診断薬分野の売上高は前年並みとなりましたが、基礎研究分野の売上高は、国の補正予算関連の

大型機器の受注や、広島営業所（平成20年11月開設）の売上が寄与し、大幅に増加しました。 

その結果、当第３四半期連結会計期間の業績につきましては、売上高15億92百万円（前年同四半期比

51.0％増）、営業利益は44百万円（前年同四半期比　706.9％増）となりました。

　

〈ＳＰＤ事業〉

契約顧客の増加により、導入支援料、管理料等の収入が増加しました。それに加え、購買政策の成果もあ

り、売上総利益率が改善しました。

その結果、当第３四半期連結会計期間の業績につきましては、売上高16億76百万円（前年同四半期比

11.1％増）、営業利益29百万円（前年同四半期比 128.7％増）となりました。

　

〈その他事業〉

在宅ベッドの新規レンタル契約が順調に増加しました。 一方、営業体制強化のため、増員を行いまし

た。

　その結果、当第３四半期連結会計期間の業績につきましては、売上高１億65百万円（前年同四半期比　

5.5％増）、営業利益11百万円（前年同四半期比　12.5％減）となりました。 

　

以上の結果、当第３四半期連結会計期間における売上高は171億22百万円（前年同四半期比 14.6％

増）、経常利益は３億78百万円（前年同四半期比　186.9％増）、四半期純利益は２億８百万円（前年同四

半期　四半期純利益　６百万円）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は232億26百万円となり、前連結会計年度末と比べ47億31百万円

の増加となりました。主な要因は、株式会社オオタメディカルが新たに連結子会社となったことにより８

億31百万円増加しております。また、株式会社オオタメディカルの連結子会社化による影響を除いた部分

で、現金及び預金が19億55百万円、受取手形及び売掛金が20億８百万円、それぞれ増加したことによるも

のであります。

また、負債は214億５百万円となり、前連結会計年度末と比べ45億11百万円の増加となりました。主な要

因は、株式会社オオタメディカルが新たに連結子会社となったことにより６億99百万円増加しておりま

す。また、株式会社オオタメディカルの連結子会社化による影響を除いた部分で、支払手形及び買掛金が

20億75百万円、短期借入金が18億57百万円、それぞれ増加したことによるものであります。

純資産は18億20百万円となり、前連結会計年度末と比べ、２億19百万円増加いたしました。主な要因は、

四半期純利益により２億43百万円、その他有価証券評価差額金により32百万円それぞれ増加した一方、配

当金により56百万円減少したことによるものであります。

この結果、自己資本比率は、0.9ポイント減少し、7.8％となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)の残高は前連結会計

年度末に比べ21億20百万円増加し、45億28百万円となりました。当第３四半期連結会計期間における主な

増減要因は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動による資金の増加は、10億27百万円（前年同四半期　３億55百万円の増加）となりました。

主な要因は、税金等調整前四半期純利益を３億77百万円、減価償却費を53百万円計上し、たな卸資産の

減少により２億21百万円、仕入債務の増加により19億55百万円それぞれ増加した一方で、売上債権の増加

により17億49百万円減少したことによるものであります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動による資金の減少は、31百万円（前年同四半期　30百万円の減少）となりました。

主な要因は、有形固定資産の取得により32百万円減少したことによるものであります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動による資金の増加は、６億82百万円（前年同四半期　２億18百万円の減少）となりました。

主な要因は、短期借入金が７億78百万円増加した一方で、長期借入金が87百万円減少したことによるも

のであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第３四半期連結会計期間において、第２四半期連結会計期間末に計画中であった重要な設備の新設、

除却等について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 18,000,000

計 18,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年３月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年５月11日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 6,250,000 6,250,000
東京証券取引所
（市場第二部）

株主としての権利内容に制限
のない標準となる株式
１単元の株式数　100株

計 6,250,000 6,250,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年１月１日～
平成22年３月31日

－ 6,250,000 － 607,750 － 343,750

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握してお

りません。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、記

載することができませんので、直前の基準日である平成21年12月31日の株主名簿により記載しておりま

す。

① 【発行済株式】

平成21年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 638,900

 

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式　

5,609,900
　

56,099 ―

単元未満株式 普通株式 1,200
　

― １単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 6,250,000 ― ―

総株主の議決権 ― 56,099 ―

(注) １　「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式数には、証券保管振替機構名義の失念株式1,000株（議決権10　　

個）が含まれております。

２　「単元未満株式」欄には、当社所有の自己保有株式が次のとおり含まれております。

　　自己保有株式　80株

　

② 【自己株式等】

平成21年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社カワニシ
ホールディングス

岡山県岡山市北区今1-4-31638,900 - 638,900 10.22

計 ― 638,900 - 638,900 10.22

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
７月 　８月 　９月 　10月 　11月 　12月

平成22年
　１月 　２月 　３月

最高(円) 740 708 710 720 701 750 740 720 708

最低(円) 669 650 631 635 670 664 673 674 671

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成21年１月１日から平成21年３月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成20年７月１日から平成21年３月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成22年１月１日から平成22年３月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成21年７月１日から平成22年３月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成21年１月１

日から平成21年３月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成20年７月１日から平成21年３月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間(平成22年１月１日から平成22年３月31日

まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成21年７月１日から平成22年３月31日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,769,587 2,527,598

受取手形及び売掛金 11,782,326 9,476,369

商品 2,751,293 2,698,800

その他 ※1
 428,935

※1
 553,490

流動資産合計 19,732,143 15,256,259

固定資産

有形固定資産 ※2
 2,303,644

※2
 2,178,714

無形固定資産

のれん 265,052 236,909

その他 135,592 154,356

無形固定資産合計 400,644 391,265

投資その他の資産 ※1
 789,691

※1
 668,311

固定資産合計 3,493,980 3,238,290

資産合計 23,226,124 18,494,549

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 15,031,704 12,779,465

短期借入金 4,585,563 2,335,000

未払法人税等 143,169 136,182

その他 632,123 695,381

流動負債合計 20,392,560 15,946,030

固定負債

長期借入金 325,776 310,000

退職給付引当金 105,014 99,453

役員退職慰労引当金 504,519 470,496

その他 77,848 68,153

固定負債合計 1,013,158 948,103

負債合計 21,405,718 16,894,133

純資産の部

株主資本

資本金 607,750 607,750

資本剰余金 343,750 343,750

利益剰余金 1,631,651 1,444,493

自己株式 △833,984 △833,984

株主資本合計 1,749,166 1,562,008

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 71,238 38,407

評価・換算差額等合計 71,238 38,407

純資産合計 1,820,405 1,600,416

負債純資産合計 23,226,124 18,494,549
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成21年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成22年３月31日)

売上高 41,586,406 44,944,857

売上原価 37,072,381 40,210,815

売上総利益 4,514,024 4,734,042

販売費及び一般管理費 ※1
 4,304,510

※1
 4,239,861

営業利益 209,514 494,180

営業外収益

受取利息 2,570 1,725

受取配当金 2,246 1,562

受取手数料 － 3,631

持分法による投資利益 723 899

その他 8,782 9,465

営業外収益合計 14,323 17,284

営業外費用

支払利息 50,819 40,173

保険解約損 31,871 －

その他 1,018 1,652

営業外費用合計 83,710 41,825

経常利益 140,127 469,639

特別利益

投資有価証券売却益 － 1,360

特別利益合計 － 1,360

特別損失

有形固定資産除却損 5,878 1,480

投資有価証券評価損 58,018 1,200

特別損失合計 63,896 2,680

税金等調整前四半期純利益 76,231 468,319

法人税、住民税及び事業税 42,056 188,914

法人税等調整額 61,388 36,136

法人税等合計 103,445 225,051

四半期純利益又は四半期純損失（△） △27,213 243,268

EDINET提出書類

株式会社カワニシホールディングス(E02928)

四半期報告書

12/25



【第３四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第３四半期連結会計期間
(自 平成21年１月１日
　至 平成21年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成22年１月１日
　至 平成22年３月31日)

売上高 14,939,039 17,122,807

売上原価 13,392,037 15,326,852

売上総利益 1,547,002 1,795,955

販売費及び一般管理費 ※1
 1,403,217

※1
 1,408,427

営業利益 143,785 387,527

営業外収益

受取利息 725 431

受取手数料 － 1,270

経営指導料 900 －

持分法による投資利益 321 293

その他 1,740 3,470

営業外収益合計 3,687 5,466

営業外費用

支払利息 15,188 13,608

その他 311 737

営業外費用合計 15,500 14,346

経常利益 131,972 378,647

特別損失

有形固定資産除却損 974 297

投資有価証券評価損 58,018 1,200

特別損失合計 58,992 1,497

税金等調整前四半期純利益 72,979 377,150

法人税、住民税及び事業税 28,186 141,133

法人税等調整額 38,476 27,885

法人税等合計 66,662 169,019

四半期純利益 6,317 208,130
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年７月１日
　至 平成21年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成22年３月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 76,231 468,319

減価償却費 159,263 168,579

のれん償却額 61,838 30,249

貸倒引当金の増減額（△は減少） 7,436 △22,221

受取利息及び受取配当金 △4,816 △3,288

支払利息 50,819 40,173

持分法による投資損益（△は益） △723 △899

有形固定資産除却損 5,878 1,480

投資有価証券売却損益（△は益） － △1,360

投資有価証券評価損益（△は益） 58,018 1,200

売上債権の増減額（△は増加） △1,965,242 △1,964,290

たな卸資産の増減額（△は増加） △176,684 △22,206

仕入債務の増減額（△は減少） 1,474,359 2,032,726

その他 222,675 32,177

小計 △30,947 760,639

利息及び配当金の受取額 4,900 3,309

利息の支払額 △48,979 △39,127

法人税等の支払額 △241,662 △181,738

法人税等の還付額 30,020 37,684

営業活動によるキャッシュ・フロー △286,669 580,768

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の払戻による収入 － 65,400

定期預金の預入による支出 － △32,850

有形固定資産の取得による支出 △80,515 △116,999

無形固定資産の取得による支出 △28,641 △25,380

投資有価証券の取得による支出 △2,372 △2,394

投資有価証券の売却による収入 15,653 4,475

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の取得によ
る支出

－ △11,271

その他 △2,009 565

投資活動によるキャッシュ・フロー △97,884 △118,455

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 40,480,000 43,660,000

短期借入金の返済による支出 △39,490,000 △41,773,000

長期借入れによる収入 － 200,000

長期借入金の返済による支出 △288,750 △351,985

配当金の支払額 △56,063 △56,048

その他 △12,206 △21,101

財務活動によるキャッシュ・フロー 632,979 1,657,865

現金及び現金同等物に係る換算差額 － －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 248,425 2,120,177

現金及び現金同等物の期首残高 2,183,645 2,408,366

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 2,432,070

※1
 4,528,543
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

項目
当第３四半期連結累計期間

(自  平成21年７月１日  至  平成22年３月31日)

１  連結の範囲に関する事項の変更 (1) 連結の範囲の変更

　第２四半期連結会計期間から、全株式の取得に伴い新たに子会社と
なった株式会社オオタメディカルを連結の範囲に含めております。
 
(2) 変更後の連結子会社の数
　７社

　

【表示方法の変更】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成21年７月１日  至  平成22年３月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

　前第３四半期連結累計期間において、営業外収益の「その他」に含めていた「受取手数料」は、営業外収益総額

の100分の20を超えたため、第３四半期連結累計期間では区分掲記することとしております。 なお、前第３四半期

連結累計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「受取手数料」は、2,026千円であります。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　前第３四半期連結累計期間において、「投資活動によるキャッシュ・フロー」の「その他」に含めていた「定期

預金の払戻による収入」及び「定期預金の預入による支出」は重要性が増加したため、当第３四半期連結累計期

間では区分掲記することとしております。なお、前第３四半期連結累計期間の「投資活動によるキャッシュ・フ

ロー」の「その他」に含まれる「定期預金の払戻による収入」は2,400千円、「定期預金の預入による支出」は

4,350千円であります。

　

当第３四半期連結会計期間
(自  平成22年１月１日  至  平成22年３月31日)

(四半期連結損益計算書関係)

　前第３四半期連結会計期間において、営業外収益の「その他」に含めていた「受取手数料」は、営業外収益総額

の100分の20を超えたため、第３四半期連結会計期間では区分掲記することとしております。 なお、前第３四半期

連結会計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「受取手数料」は、613千円であります。

　前第３四半期連結会計期間において、区分掲記しておりました「経営指導料」は、営業外収益総額の100分の20以

下となったため、当第３四半期連結会計期間では営業外収益の「その他」に含めております。なお、当第３四半期

連結会計期間の営業外収益の「その他」に含まれる「経営指導料」は、900千円であります。

　

【簡便な会計処理】

　

項目
当第３四半期連結累計期間

(自  平成21年７月１日  至  平成22年３月31日)

１  一般債権の貸倒見積高の算定方法 　当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に

算定したものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度

末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。

２  棚卸資産の評価方法 　棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものにつ

いてのみ正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっており

ます。

３  固定資産の減価償却費の算定方法 　定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却

費の額を期間按分して算定する方法によっております。

４  法人税等並びに繰延税金資産及び繰

延税金負債の算定方法

　法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控

除項目を重要なものに限定する方法によっております。

　繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降

に経営環境等、及び、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認め

られるので、前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタッ

クス・プランニングを利用する方法によっております。
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【四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間(自　平成21年７月１日　至　平成22年３月31日)

該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日)

前連結会計年度末
(平成21年６月30日)

※１ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

　　 流動資産　　　　　　　 　　　　　61,707千円
　　 投資その他の資産　　　　　　　 　56,798千円

※１ 資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

　　 流動資産　　　　　　　　　　　　 49,087千円
　　 投資その他の資産　　　　　　　　 88,220千円

※２ 有形固定資産の減価償却累計額  1,385,043千円※２ 有形固定資産の減価償却累計額  1,244,446千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　

前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成21年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給与手当 1,699,489千円

退職給付費用 96,131千円

役員退職慰労引当金繰入額 36,386千円

貸倒引当金繰入額 14,784千円

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給与手当 1,723,721千円

退職給付費用 98,127千円

役員退職慰労引当金繰入額 36,147千円

貸倒引当金繰入額 7,668千円

　

第３四半期連結会計期間

　

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給与手当 554,134千円

退職給付費用 26,043千円

役員退職慰労引当金繰入額 12,213千円

貸倒引当金繰入額 10,757千円

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

給与手当 573,478千円

退職給付費用 32,573千円

役員退職慰労引当金繰入額 12,057千円

貸倒引当金繰入額 594千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年７月１日
至  平成21年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成22年３月31日)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,549,952千円

計 2,549,952千円

預入期間が３か月超の定期預金 △117,881千円

現金及び現金同等物 2,432,070千円

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 4,769,587千円

計 4,769,587千円

預入期間が３か月超の定期預金 △241,043千円

現金及び現金同等物 4,528,543千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末(平成22年３月31日)及び当第３四半期連結累計期間(自  平成21年７月１日

 至  平成22年３月31日)

１  発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 6,250,000

　

２  自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 638,980

　

３  新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４  配当に関する事項

(1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年９月17日
定時株主総会

普通株式 56,110 10.00平成21年６月30日 平成21年９月18日 利益剰余金

　

(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５  株主資本の著しい変動に関する事項

前連結会計年度末日と比較して著しい変動はありません。

　

(有価証券関係)

有価証券で、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、当該有価証券の四半期

連結貸借対照表計上額その他の金額に前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認められないた

め、記載を省略しております。

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動が認められないため、記載を省略しております。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年１月１日  至  平成21年３月31日)

　
医療器材
事業
(千円)

ライフサイ
エンス事業
（千円）

ＳＰＤ事業
(千円)

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
　　対する売上高

12,260,7781,040,7871,480,898156,57514,939,039― 14,939,039

(2) セグメント間の内部
　　売上高又は振替高

525,02313,81227,955 13 566,805(566,805)―

計 12,785,8021,054,6001,508,854156,58815,505,845(566,805)14,939,039

営業利益 144,0265,536 12,92912,697175,189(31,404)143,785

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な内容

 (1) 医療器材事業……………医療器材販売

 (2) ライフサイエンス事業…試薬・検査薬及び理化学・分析機器の販売

 (3) ＳＰＤ事業………………物品・情報管理及び購買管理業務

 (4) その他事業………………在宅介護用ベッド・用品の販売・レンタル

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成22年１月１日  至  平成22年３月31日)

　
医療器材
事業
(千円)

ライフサイ
エンス事業
（千円）

ＳＰＤ事業
(千円)

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
　　対する売上高

13,730,2891,586,9221,640,347165,24717,122,807― 17,122,807

(2) セグメント間の内部
　　売上高又は振替高

670,5346,011 35,684 15 712,245(712,245)―

計 14,400,8231,592,9331,676,032165,26217,835,052(712,245)17,122,807

営業利益 326,85744,67629,57411,113412,221(24,694)387,527

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な内容

 (1) 医療器材事業……………医療器材販売

 (2) ライフサイエンス事業…試薬・検査薬及び理化学・分析機器の販売

 (3) ＳＰＤ事業………………物品・情報管理及び購買管理業務

 (4) その他事業………………在宅介護用ベッド・用品の販売・レンタル
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前第３四半期連結累計期間(自  平成20年７月１日  至  平成21年３月31日)

　
医療器材
事業
(千円)

ライフサイ
エンス事業
（千円）

ＳＰＤ事業
(千円)

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
　　対する売上高

33,871,4382,797,9804,481,177435,81041,586,406― 41,586,406

(2) セグメント間の内部
　　売上高又は振替高

1,595,85816,39383,433 70 1,695,756(1,695,756)―

計 35,467,2962,814,3744,564,611435,88043,282,162(1,695,756)41,586,406

営業利益
又は営業損失（△）

303,326△12,67220,85133,879345,384(135,869)209,514

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な内容

 (1) 医療器材事業……………医療器材販売

 (2) ライフサイエンス事業…試薬・検査薬及び理化学・分析機器の販売

 (3) ＳＰＤ事業………………物品・情報管理及び購買管理業務

 (4) その他事業………………在宅介護用ベッド・用品の販売・レンタル

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成21年７月１日  至  平成22年３月31日)

　
医療器材
事業
(千円)

ライフサイ
エンス事業
（千円）

ＳＰＤ事業
(千円)

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は
全社(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
　　対する売上高

36,050,3133,700,4334,734,858459,25144,944,857― 44,944,857

(2) セグメント間の内部
　　売上高又は振替高

1,865,58249,37995,987 1202,011,070(2,011,070)―

計 37,915,8963,749,8124,830,846459,37246,955,927(2,011,070)44,944,857

営業利益 440,29438,29264,03134,456577,074(82,894)494,180

(注) １　事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２　各事業の主な内容

 (1) 医療器材事業……………医療器材販売

 (2) ライフサイエンス事業…試薬・検査薬及び理化学・分析機器の販売

 (3) ＳＰＤ事業………………物品・情報管理及び購買管理業務

 (4) その他事業………………在宅介護用ベッド・用品の販売・レンタル
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【所在地別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年１月１日  至  平成21年３月31日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成22年１月１日  至  平成22年３月31日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成20年７月１日  至  平成21年３月31日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成21年７月１日  至  平成22年３月31日)

本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び在外支店がないため、該当事項はありません。

　

【海外売上高】

前第３四半期連結会計期間(自  平成21年１月１日  至  平成21年３月31日)

海外売上高がないため該当事項はありません。

　

当第３四半期連結会計期間(自  平成22年１月１日  至  平成22年３月31日)

海外売上高がないため該当事項はありません。

　

前第３四半期連結累計期間(自  平成20年７月１日  至  平成21年３月31日)

海外売上高がないため該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成21年７月１日  至  平成22年３月31日)

海外売上高がないため該当事項はありません。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日)

前連結会計年度末
(平成21年６月30日)

　 　

１株当たり純資産額 324円43銭
　

　 　

１株当たり純資産額 285円23銭
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

　

項目
当第３四半期連結会計期間末
(平成22年３月31日)

前連結会計年度末
(平成21年６月30日)

純資産の部の合計額(千円) 1,820,405 1,600,416

普通株式に係る純資産額(千円) 1,820,405 1,600,416

差額の主な内訳(千円) ― ―

普通株式の発行済株式数(株) 6,250,000 6,250,000

普通株式の自己株式数(株) 638,980 638,980

１株当たり純資産額の算定に用いら
れた普通株式の数(株)

5,611,020 5,611,020

　

２  １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金

　　額

第３四半期連結累計期間

　
前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成21年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日)

１株当たり四半期純損失金額 ４円85銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式
が存在しないため、記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 43円36銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式が存在しないため、記載しておりませ
ん。

(注)  １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額の算定上の基礎

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自　平成20年７月１日
至　平成21年３月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年７月１日
至　平成22年３月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益又は四半
期純損失(△)(千円)

△27,213 243,268

普通株式に係る四半期純利益又は四半期純損失
(△)(千円)

△27,213 243,268

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 5,611,020 5,611,020
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第３四半期連結会計期間

　
前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日)

１株当たり四半期純利益金額 １円13銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 37円９銭

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について
は、潜在株式が存在しないため、記載しておりません。

(注)  １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

項目
前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年１月１日
至　平成21年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年１月１日
至　平成22年３月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 6,317 208,130

普通株式に係る四半期純利益(千円) 6,317 208,130

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(株) 5,611,020 5,611,020

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

(リース取引関係)

リース取引開始日が平成20年６月30日以前の所有権移転外ファイナンス・リース取引について、通

常の賃貸借取引に係る方法に準じて会計処理を行っておりますが、当四半期連結会計期間の末日にお

けるリース取引残高は前連結会計年度の末日と比較して著しい変動が認められないため、記載を省略

しております。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年５月14日

株式会社カワニシホールディングス

取締役会  御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    北    本          敏   印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    西    田    順    一   印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社カワニシホールディングスの平成20年７月１日から平成21年６月30日までの連結会計年度の第３四半期

連結会計期間(平成21年１月１日から平成21年３月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年７月１

日から平成21年３月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益

計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸

表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明

することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カワニシホールディングス及び連結

子会社の平成21年３月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期

連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成22年５月11日

株式会社カワニシホールディングス

取締役会  御中

　

あずさ監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    北    本          敏   印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    西    田    順    一   印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社カワニシホールディングスの平成21年７月１日から平成22年６月30日までの連結会計年度の第３四半期

連結会計期間(平成22年１月１日から平成22年３月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年７月１

日から平成22年３月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益

計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸

表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明

することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社カワニシホールディングス及び連結

子会社の平成22年３月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期

連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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